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(57)【要約】
【課題】バイオマス燃料として使用することに適した大
量の木質チップを効率よく脱水できるようにした木質チ
ップの脱水装置および脱水方法を提供する。
【解決手段】混入物を除去するために木質チップを洗浄
する洗浄装置２と、該洗浄装置２で洗浄された木質チッ
プから水分を除去する水分除去装置３と、水分が除去さ
れた木質チップを供給して含有する水分を圧搾する搾水
装置４からなる。搾水装置４には、スクリュープレス41
あるいはレシプロプレス43を使用する。また、木質チッ
プを洗浄しない場合には、水分除去装置３を設置するこ
とを要せず、混入物を篩等により除去した後に前記搾水
装置４に供する。

【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　燃焼装置に供する木質チップに付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質
チップに含有する水分と共に灰分や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水装置にお
いて、
　木質チップを供給して洗浄するチップ洗浄手段と、
　前記チップ洗浄手段により洗浄された木質チップを加圧して、該木質チップが含有する
水分を除去する搾水手段とを備えたことを特徴とする木質チップの脱水装置。
【請求項２】
　燃焼装置に供する木質チップに付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質
チップに含有する水分と共に灰分や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水装置にお
いて、
　木質チップを供給して洗浄するチップ洗浄手段と、
　前記チップ洗浄手段により洗浄された木質チップに随伴される水分を該木質チップから
除去する水分除去手段と、
　前記水分除去手段により水分が除去された木質チップを加圧して、該木質チップが含有
する水分を除去する搾水手段とを備えたことを特徴とする木質チップの脱水装置。
【請求項３】
　前記搾水手段にスクリュープレス装置を用いたことを特徴とする請求項１または請求項
２に記載の木質チップの脱水装置。
【請求項４】
　前記搾水手段にレシプロプレス装置を用いたことを特徴とする請求項１または請求項２
に記載の木質チップの脱水装置。
【請求項５】
　請求項３に記載のチップ洗浄手段では、木質チップに対して等量以上で100倍以下の水
を添加もしくは水を添加せず、前記搾水手段において圧縮比が1.2：１以上６：１以下で
、常温もしくは加温下で搾水処理することを特徴とする木質チップの脱水装置。
【請求項６】
　請求項４に記載のチップ洗浄手段では、木質チップに対して等量以上で100倍以下の水
を添加もしくは水を添加せず、前記搾水手段において圧縮比が1.5：１以上15：１以下で
、常温もしくは加温下で搾水処理することを特徴とする木質チップの脱水装置。
【請求項７】
　木質チップに、嵩比重0.01g／cm３以上1.0g／cm３以下、固形分濃度が25重量％以上95
％以下の木材チップ、草木、林地残材、建設用廃材由来の木質チップを用いることを特徴
とする請求項１から請求項７までのいずれかに記載の木質チップの脱水装置。
【請求項８】
　燃焼装置に供する木質チップに付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質
チップに含有する水分と共に灰分や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水方法にお
いて、
　木質チップを供給して洗浄するチップ洗浄工程と、
　前記チップ洗浄工程で洗浄された木質チップを加圧して、該木質チップが含有する水分
を除去する搾水工程とからなることを特徴とする木質チップの脱水方法。
【請求項９】
　燃焼装置に供する木質チップに付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質
チップに含有する水分と共に灰分や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水方法にお
いて、
　木質チップを供給して洗浄するチップ洗浄工程と、
　前記チップ洗浄工程で洗浄された木質チップに随伴される水分を該木質チップから除去
する水分除去工程と、
　前記水分除去工程により水分が除去された木質チップを加圧して、該木質チップが含有
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する水分を除去する搾水工程とからなることを特徴とする木質チップの脱水方法。
【請求項１０】
　前記搾水工程による搾水処理にスクリュープレス装置を用いたことを特徴とする請求項
８または請求項９に記載の木質チップの脱水方法。
【請求項１１】
　前記搾水工程による搾水処理にレシプロプレス装置を用いたことを特徴とする請求項８
または請求項９に記載の木質チップの脱水方法。
【請求項１２】
　請求項10に記載のチップ洗浄工程では、木質チップに対して等量以上で100倍以下の水
を添加もしくは水を添加せず、前記搾水工程において圧縮比が1.2：１以上６：１以下で
、常温もしくは加温下で搾水処理することを特徴とする木質チップの脱水方法。
【請求項１３】
　請求項11に記載のチップ洗浄工程では、木質チップに対して等量以上で100倍以下の水
を添加もしくは水を添加せず、前記搾水工程において圧縮比が1.5：１以上15：１以下で
、常温もしくは加温下で搾水処理することを特徴とする木質チップの脱水方法。
【請求項１４】
　木質チップに、嵩比重0.01g／cm３以上1.0g／cm３以下、固形分濃度が25重量％以上95
％以下の木材チップ、草木、林地残材、建設用廃材由来の木質チップを用いることを特徴
とする請求項８から請求項13までのいずれかに記載の木質チップの脱水方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、例えば、バイオマスボイラーに使用される燃料用の木質チップの固形分濃
度を高めてエネルギー効率の向上を図るために、木質チップが含有している水分と共に灰
分や塩素等を除去する木質チップの脱水装置および脱水方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化石燃料による非再生エネルギーの利用は地球規模での環境破壊を促進するおそれがあ
ることに鑑みて、再生可能でCO2の排出を削減できるバイオマスエネルギーの利用が推進
されている。
【０００３】
　ところで、製紙原料には木質チップが利用されるが、製紙工場では製紙原料とならない
燃料用としての端材ができる。また、木質チップには、未利用材や単板剥き芯、剪定枝、
林地残材、製材端材、建築残材、伐り捨て材、樹木皮（バーク）等があり、これら多種の
低品質木材も燃料用に利用することができる。
【０００４】
　これらの低品質木材を燃料用として使用する場合、砂利や砂等の雑物が混入しており、
また、これらに含まれる灰分や塩素が増加すると、燃料に用いるバイオマスボイラーの発
熱量の低下やメンテナンス負荷の増加、耐久性に悪影響を及ぼすことが知られている。こ
のため、これらの木質チップから砂利や砂、灰分、塩素等の混入物を除去することが要求
される。
【０００５】
　前記混入物を除去するためには、低品質木材を洗浄して燃料用に適した木質チップを取
り出すことによる。そして、洗浄後には含有された水分を除去して燃料用に適した濃度の
固形分に調製する。
【０００６】
　木質バイオマスの利活用を促進するために木質チップの含水物の脱水装置として、回転
軸を平行にして回転可能に機台に設けられ互いに押圧し合う一方ローラ及び他方ローラを
備え、該各ローラの回転方向が互いに近接する側から含水物を供給して該各ローラ間で該
含水物から水分を圧搾し該各ローラの回転方向が互いに離間する側に排出する含水物の脱
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水装置において、上記一方ローラを円筒状の壁部を有して中空状に形成し、該一方ローラ
の壁部であって該一方ローラの軸方向の所定幅に亘り且つ全周に亘る範囲に含水物から圧
搾された水分が通過可能な多数の小孔を形成し、該一方ローラの内側に該一方ローラの軸
方向の上記所定幅に亘り且つ該一方ローラの周方向の所定長さに亘って開口するとともに
該一方ローラの壁部の内面に摺接する開口を有し該開口から上記小孔を通して上記圧搾さ
れた水分を吸引する吸引機の吸引ノズルを設け、上記一方ローラの軸線と平行な軸線を有
して回転可能な回転ローラを設け、上記一方ローラと回転ローラとの間に上記圧搾された
水分が通過可能な網状のエンドレスのベルトが巻き掛けられている、含水物の脱水装置が
提案されている（特許文献１参照）。
【０００７】
　また、特許文献２には、効果的に脱水しながら、少ない工程で簡易・効率的に、樹木の
幹、枝および葉などを材料とする木質燃料の成型のために、樹木を破砕して得られた木質
燃料の主原料を略直方体形状の受圧盤に収容する工程と、受圧盤に収容された主原料の含
水率を水分計により測定する工程と、受圧盤に収容された主原料に対して、押圧盤により
振動および含水率に基づいて決定される圧力を加えて、主原料に含まれる水分を脱水する
とともに、同時に厚み寸法と奥行き寸法を整えて略直方体形状に圧縮成型する工程と、圧
縮成型された主原料に対して、先端錐形状の突起部材により貫通孔を複数設けるとともに
、同時に幅決めしながら切断部材により切断して幅寸法を整えて成型された木質燃料を得
る工程とを有する木質燃料の成型方法が開示されている。
【０００８】
　また、特許文献３には、容積重が低く、嵩比重の低い製紙用の木材チップ及び非木材チ
ップの運送効率、パルプの製造効率を向上させる運送方法が提案されている。この運送方
法は、製紙用の木材及び／又は非木材を圧縮処理した後チップ化するか又は圧縮処理せず
にチップ化し、その後チップ化したチップを圧縮処理することにより、圧縮処理が施され
ることなく製紙用の木材及び／又は非木材から製造されている状態の非圧縮処理チップの
容積の３０～９０％の容積を有し、かつ、８０℃の温水に１０分間浸漬した後、チップの
容積が圧縮処理前の９０％以上に回復する圧縮チップを調製し、運送するようにしたもの
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００８－３６６６６号公報
【特許文献２】特許第５７０７００７号公報
【特許文献３】特開２００８－１０６４０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　前述した引用文献１に開示された脱水装置は、上面に含水物が供給されたベルトを一対
のローラに挟持させながら通過させて、含水物から脱水しようとするものである。この脱
水装置に供給される含水物はベルト上面に供給された状態でほぼ一定の厚さとならなけれ
ば、含水物の全体を一対のロールで加圧できないため、木質チップのような形状や大きさ
が不揃いの含水物では十分に水分を圧搾することができないおそれがある。
【００１１】
　また、特許文献２に開示された木質燃料の成型方法では、所望の寸法の成型体を得るも
のであり、着火性能を高めて燃料の効率を良好にするために、成型体に貫通孔を形成する
ものであり、量産に適しておらず、バイオマスボイラー用の燃料チップ等に適用するには
、不十分である。
【００１２】
　そこで、この発明は、大量の木質チップの脱水を効率よく行えて、バイオマスボイラー
等の燃料に使用するのに適した木質チップを得ることができる木質チップの脱水装置およ
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び脱水方法を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　前記目的を達成するための技術的手段として、この発明に係る木質チップの脱水装置は
、燃焼装置に供する木質チップに付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質
チップに含有する水分と共に灰分や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水装置にお
いて、木質チップを供給して洗浄するチップ洗浄手段と、前記チップ洗浄手段により洗浄
された木質チップを加圧して、該木質チップが含有する水分を除去する搾水手段とを備え
たことを特徴としている。
【００１４】
　前記チップ洗浄手段にバイオマス燃料となる木質チップを供給すると、例えば、攪拌さ
れることにより、該木質チップに随伴されている砂利や砂等の混入物が除去される。混入
物が除去された木質チップを前記搾水手段に供給すると、該木質チップが加圧されて含有
されている水分と共に、灰分、塩素等の含有物が除去されながら脱水される。
【００１５】
　また、請求項２の発明に係る木質チップの脱水装置は、燃焼装置に供する木質チップに
付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質チップに含有する水分と共に灰分
や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水装置において、木質チップを供給して洗浄
するチップ洗浄手段と、前記チップ洗浄手段により洗浄された木質チップに随伴される水
分を該木質チップから除去する水分除去手段と、前記水分除去手段により水分が除去され
た木質チップを加圧して、該木質チップが含有する水分を除去する搾水手段とを備えたこ
とを特徴としている。
【００１６】
　前記チップ洗浄手段において木質チップを洗浄した場合、前記搾水手段に供給するのに
先立って前記水分除去手段により洗浄水を除去した後に、前記搾水手段に供給するように
したものである。
【００１７】
　また、請求項３の発明に係る木質チップの脱水装置は、前記搾水手段にスクリュープレ
ス装置を用いたことを特徴としている。
【００１８】
　搾水手段にスクリュープレス装置を用いたものである。スクリュープレス装置は、ケー
シング内に収容されて、投入口から排出口に向かって徐々に拡径する主軸にスクリュー羽
根が設けられた構造で、対象物が投入口から排出口に移動されながら、スクリュー羽根に
圧搾されて脱水される構造を備えたものである。
【００１９】
　また、請求項４の発明に係る木質チップの脱水装置は、前記搾水手段にレシプロプレス
装置を用いたことを特徴としている。
【００２０】
　搾水手段にレシプロプレス装置を用いたものである。レシプロプレス装置は、シリンダ
内に収容された対象物に対してピストンヘッドにより圧搾することによって該対象物から
脱水される構造を備えたものである。この対象物である木質チップをシリンダ内に供給す
るようにしたものである。
【００２１】
　また、請求項５の発明に係る木質チップの脱水装置は、前記チップ洗浄手段で木質チッ
プに対して等量以上で100倍以下の水を添加もしくは水を添加せず、前記搾水手段にスク
リュープレスを用いる場合において圧縮比が1.2：１以上６：１以下で、常温もしくは加
温下で搾水処理することを特徴としている。
【００２２】
　すなわち、搾水手段にスクリュープレス装置を用いる場合には、圧縮比が1.2：１以上
で６：１以下とするものである。ここで圧縮比は、圧縮前容積と圧縮後容積との比をいう
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。
【００２３】
　また、請求項６の発明に係る木質チップの脱水装置は、前記チップ洗浄手段で木質チッ
プに対して等量以上で100倍以下の水を添加もしくは水を添加せず、前記搾水手段にレシ
プロプレスを用いる場合において圧縮比が1.5：１以上15：１以下で、常温もしくは加温
下で搾水処理することを特徴としている。
【００２４】
　すなわち、搾水手段にレシプロプレス装置を用いる場合には、圧縮比が1.5：１以上で1
5：１以下とするものである。
【００２５】
　また、請求項７の発明に係る木質チップの脱水装置は、木質チップに、嵩比重0.01g／c
m３以上1.0g／cm３以下、固形分濃度が25重量％以上95％以下の木材チップ、草木、林地
残材、建設用廃材由来の木質チップを用いることを特徴としている。
【００２６】
　また、請求項８の発明に係る木質チップの脱水方法は、燃焼装置に供する木質チップに
付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質チップに含有する水分と共に灰分
や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水方法において、木質チップを供給して洗浄
するチップ洗浄工程と、前記チップ洗浄工程で洗浄された木質チップを加圧して、該木質
チップが含有する水分を除去する搾水工程とからなることを特徴としている。
【００２７】
　木質チップを洗浄するチップ洗浄工程に供して洗浄することにより前記混入物を除去す
る。混入物が除去された木質チップを前記搾水工程に供して、該木質チップに含有された
水分と共に含有物を除去して所望の固形分濃度の木質チップに調製する。
【００２８】
　また、請求項９の発明に係る木質チップの脱水方法は、燃焼装置に供する木質チップに
付随した砂利や砂等の混入物を除去すると共に、該木質チップに含有する水分と共に灰分
や塩素等の含有物を除去する木質チップの脱水方法において、木質チップを供給して洗浄
するチップ洗浄工程と、前記チップ洗浄工程で洗浄された木質チップに随伴される水分を
該木質チップから除去する水分除去工程と、前記水分除去工程により水分が除去された木
質チップを加圧して、該木質チップが含有する水分を除去する搾水工程とからなることを
特徴としている。
【００２９】
　前記チップ洗浄工程において木質チップを洗浄する場合、前記搾水工程に供するのに先
立って前記水分除去工程に供して洗浄水を除去するようにしたものである。
【００３０】
　また、請求項10の発明に係る木質チップの脱水方法は、前記搾水工程による搾水処理に
スクリュープレス装置を用いたことを特徴としている。
【００３１】
　また、請求項11の発明に係る木質チップの脱水方法は、前記搾水工程による搾水処理に
レシプロプレス装置を用いたことを特徴としている。
【００３２】
　また、請求項12の発明に係る木質チップの脱水方法は、前記チップ洗浄工程で木質チッ
プに対して等量以上で100倍以下の水を添加もしくは水を添加せず、前記搾水工程にスク
リュープレスを用いる場合において圧縮比が1.2：１以上６：１以下で、常温もしくは加
温下で搾水処理することを特徴としている。
【００３３】
　また、請求項13の発明に係る木質チップの脱水方法は、前記チップ洗浄工程で木質チッ
プに対して等量以上で100倍以下の水を添加もしくは水を添加せず、前記搾水工程にレシ
プロプレスを用いる場合において圧縮比が1.5：１以上15：１以下で、常温もしくは加温
下で搾水処理することを特徴としている。
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【００３４】
　また、請求項14の発明に係る木質チップの脱水方法は、木質チップに、嵩比重0.01g／c
m３以上1.0g／cm３以下、固形分濃度が25重量％以上95％以下の木材チップ、草木、林地
残材、建設用廃材由来の木質チップを用いることを特徴としている。
【発明の効果】
【００３５】
　この発明に係る木質チップの脱水装置および脱水方法によれば、木質チップの種類や形
状、寸法等を問うことなく脱水して固形分濃度を高めることができる。したがって、種々
の低品質木材を燃料用として十分に利用できるように加工できて、これら低品質木材の利
用の促進を図ることができる。このため、環境破壊の原因となっている化石燃料の使用の
削減を図る再生可能エネルギーの利用を促進できる。
【００３６】
　また、木質チップを確実に洗浄できて、砂利や砂等の混入物や木質チップに含有されて
いる灰分や塩素等の含有物を除去できるので、発熱量の低下やメンテナンス負荷の増加を
招くことのないバイオマス燃料とすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】この発明に係る木質チップの脱水装置の概略の構成を示す概略図である。
【図２】この発明に係る木質チップの脱水装置を構成する搾水装置であって、図１に示す
搾水装置に替えて利用できるレシプロプレス装置の概略を説明する図である。
【図３】圧搾装置にスクリュープレスを用いて行って、脱水前後の固形分濃度と処理前に
対する処理後の嵩容積を測定した結果を示す表である。
【図４】圧搾装置にレシプロプレスを用いて行って、圧搾圧力と圧縮比、処理前固形分濃
度に対する圧搾処理後の固形分濃度、処理後の嵩容積を測定した結果を示す表である。
【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、図示した好ましい実施の形態に基づいて、この発明に係る木質チップの脱水装置
と脱水方法を具体的に説明する。
【００３９】
　図１にはこの脱水装置１の概略の構成を示してあり、この脱水装置１は主として、チッ
プ洗浄工程におけるチップ洗浄手段である洗浄装置２と該洗浄装置２に後続する水分除去
工程における水分除去手段である水分除去装置３、該水分除去装置３に後続する搾水工程
における搾水手段としての搾水装置４とにより構成されている。
【００４０】
　前記洗浄装置２には、ベルトコンベア等の搬送装置５により燃焼用のバイオマス燃料と
しての木質チップが投入口2aから供給される。なお、木質チップとしては、未利用材や単
板剥き芯、剪定枝、林地残材、製材端材、建築残材、伐り捨て材、樹木皮（バーク）等を
用いることができ、嵩比重0.01g／cm３以上1.0g／cm３以下、固形分濃度が25重量％以上9
5％以下の木材チップ、草木、林地残材、建設用廃材由来の木質チップを用いることが好
ましい。
【００４１】
　洗浄装置２には洗浄水が供給されており、この洗浄水中に前記搬送装置５木質チップが
投入される。木質チップと洗浄水とがアジテータ等の適宜な手段により攪拌されて洗浄さ
れる。この洗浄装置２では木質チップは浮力を受けて洗浄水の上部にあるから、該洗浄装
置２の上部に配されている採取口2bから採取される。また、除去された砂利や砂等の混入
物は下部に設けられた排出口2cから排出される。
【００４２】
　洗浄装置２の前記採取口2bには前記水分除去装置３の投入口3aが臨んで配されている。
この実施形態に係る水分除去装置３は、前記投入口3aが下方側に位置して傾斜させたスク
リューコンベア等の搬送装置からなり、搬送中に重力によって水分が脱落するようにして
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ある。この水分除去装置３の採取口3bは上方側の下側に配されており、搬送されながら水
分が除去された木質チップはこの採取口3bから採取される。また、分離された水分は、前
記投入口3aに対向した下側に設けられている排出口3cから排出される。
【００４３】
　図１に示す搾水装置４にはスクリュープレス41が用いられており、前記採取口3bは該ス
クリュープレス41の投入口41aに臨ませて配されており、水分除去装置３で水分が除去さ
れた木質チップは該投入口41aからスクリュープレス41に供給される。スクリュープレス4
1では、スクリュー羽根41dの回転によって木質チップが採取口41bへ押動されながら圧搾
されて、含有している水分と共に灰分や塩素等の含有物が除去される。搾水されて固形分
濃度が高められた木質チップは採取口41bから該採取口41bの下方に設置されたベルトコン
ベア等の搬送装置６に落下して所望の工程等へ搬送される。
【００４４】
　図２には前記搾水装置４のスクリュープレス41に替えて使用することができる、レスプ
ロプレス43を示している。このレシプロプレス43はシリンダ43aの内側に木質チップが供
給され、このシリンダ43a内を摺動する圧搾ピストン43bにより木質チップを圧搾する。シ
リンダ43aの下部には適宜な内径の透孔が適宜数形成された透孔板43c設けられており、こ
の透孔板43cの内側面には圧搾フェルト43dが配されている。また、前記圧搾ピストン43b
には加熱ヘッド43eが取り付けられており、該圧搾ピストン43bを加温している。
【００４５】
　前記水分除去装置３により水分が除去された木質チップは、前記シリンダ43a内に供給
される。次いで、前記圧搾ピストン43bをシリンダ43aに対して摺動させると木質チップが
圧搾される。これにより木質チップが搾水されて、含有された水分と含有物とが除去され
、固形分濃度が高められる。この水分は、前記圧搾フェルト43dを通過し、前記透孔板43c
の透孔からシリンダ43aの外部に排出される。
【００４６】
　そして、木質チップが適宜な固形分濃度となったならば、シリンダ43aから取り出す。
【００４７】
　以上説明した実施形態では、前記洗浄装置２に後続させて水分除去装置３を設置した構
成について説明したが、洗浄装置２において木質チップを洗浄しない工程が採用される場
合には、該水分除去装置３を設置することを要しない。この場合には、洗浄装置２は例え
ば、木質チップに振動を与えて篩に供することにより、木質チップに随伴された砂利や砂
等の混入物を除去する。この木質チップを前記搾水装置４に供給して、圧搾することで含
有している水分と含有物とを除去する。
【００４８】
　次に、搾水手段によって木質チップの搾水実験を行ったので、その結果を示す図３と図
４とに基づいて説明する。
【００４９】
　図３はスクリュープレス41によって搾水処理を行った場合の脱水結果を示しており、ス
クリュープレス41には富国工業製超高圧型スクリュープレスを使用し、木質チップには広
葉樹（処理前固形分濃度62.3％）と針葉樹（処理前固形分濃度46.9％）について、圧縮比
５：１で、スクリュー軸を低速回転させると共に軸を加熱して実施した。その結果、脱水
後の固形分濃度は、広葉樹では70.0％に、針葉樹では76.3％に上昇した。処理後の嵩容積
は広葉樹では75％、針葉樹では90％まで減容された。
【００５０】
　次に、レシプロプレス43を用いて搾水処理を行った。前述したように、スクリュープレ
スでは針葉樹が良好な固形分濃度を示したため、レシプロプレス43では、針葉樹を試料と
して用いて実験を行った。
【００５１】
　図４には、圧搾圧力と圧縮比、処理前固形分濃度に対する圧搾処理後の固形分濃度、処
理後の嵩容積とを示してある。同図の処理前固形分濃度が44.2％の場合に処理後の固形分



(9) JP 2017-190414 A 2017.10.19

10

濃度が62.6％まで脱水でき、処理後の対処理前に対する嵩容積が63％まで減容された。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　この発明に係る木質チップの脱水方法および脱水装置によれば、形状や大きさを問うこ
となく脱水処理を行うことができるので、低品質木材をバイオマス燃料として積極的に利
用することに寄与する。
【符号の説明】
【００５３】
　１　脱水装置
　２　洗浄装置（チップ洗浄手段）
　３　水分除去装置（水分除去手段）
　４　搾水装置（搾水手段）
　41　スクリュープレス（搾水手段）
　43　レシプロプレス（搾水装置）

【図１】 【図２】

【図３】
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